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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 22日 (2006.2.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 お よ び 熱 的 に 反 応 性 の 粘 度 調 整 剤 を 含 み 、

歯 組 成 物 を 使 用 す る 歯 を ホ ワ イ ト ニ ン グ す る 方 法 で あ っ て 、
　
　
　 （ ｃ ） 前 記 組 成 物 を 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ す る の に 十 分 な 時 間 、 歯 の 表 保 持 さ せ
る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 お よ び 熱 的 に 反 応 性 の 粘 度 調 整 剤 を 含 み 、

歯 組 成 物 を 使 用 す る 歯 を ホ ワ イ ト ニ ン グ す る 方 法 で あ っ て 、
　
　
　 （ ｃ ） 前 記 組 成 物 を 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ す る の に 十 分 な 時 間 、 歯 の 表 保 持 さ せ
る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 お よ び 熱 的 に 反 応 性 の 粘 度 調 整 剤 を 含 み 、 処 置 前
温 度 か ら 処 置 温 度 へ の 温 度 上 昇 に 応 じ て 粘 度 増 大 を 受 け る こ と が で き る
歯 ホ ワ イ ト ニ ン グ 組 成 物 を 使 用 す る 歯 を ホ ワ イ ト ニ ン グ す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 組 成 物 を 歯 科 用 ト レ ー 内 に 分 取 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 前 記 歯 科 用 ト レ ー を 使 用 者 の 口 に 入 れ る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 組 成 物 と 少 な く と も １ つ の 歯 の 表 面 と の 間 に 接 触 を 引 き 起 こ す こ と で 、 前 記
組 成 物 の 粘 度 増 大 を 開 始 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 前 記 ト レ ー を 少 な く と も １ つ の 歯 の 表 面 を ホ ワ イ ト ニ ン グ ま た は 増 白 す る の に 十
分 な 時 間 、 口 内 に 保 持 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） 前 記 歯 科 用 ト レ ー を 前 記 口 か ら 取 り 出 す ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

歯 処 置 前
温 度 で 液 体 状 態 で あ り 、 ま た 、 前 記 処 置 前 温 度 よ り 高 い 処 置 温 度 に お い て 、 よ り 高 粘 度 状
態 で あ る 科 用 口 腔 環 境 の

（ ａ ） 前 記 処 置 前 温 度 の 上 記 組 成 物 を 歯 の 表 面 に 塗 布 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 前 記 組 成 物 を 処 置 温 度 ま で 加 温 さ せ る ス テ ッ プ と 、

を 遂 行 面 に

歯 処 置 前
温 度 で 半 固 体 状 態 で あ り 、 ま た 、 前 記 処 置 前 温 度 よ り 高 い 処 置 温 度 に お い て 、 よ り 高 粘 度
状 態 で あ る 科 用 口 腔 環 境 の

（ ａ ） 前 記 処 置 前 温 度 の 上 記 組 成 物 を 歯 の 表 面 に 塗 布 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 前 記 組 成 物 を 処 置 温 度 ま で 加 温 さ せ る ス テ ッ プ と 、

を 遂 行 面 に

歯
口 腔 環 境 に 適 し た

処 置 前 温 度 が 室 温 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
処 置 温 度 が 体 温 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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